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　竜巻は、発生頻度が小さく継続時間も短いが、人
命に関わる大きな被害をもたらす。即時情報を周知
させる仕組みと、竜巻に関する知識や情報を受けた
場合に取るべき行動などについて、地域住民および
その他ユーザーへの周知および広報が重要である。
　竜巻は世界各地で見られる自然現象である。そ
の中でも米国の発生頻度が特に高く、年間約1,000
個の竜巻が発生し、60名程度が死亡している。月
別の発生では最も5月が多い。このため米国では、
全国をほぼカバーした約150基のドップラーレー
ダー注１）による監視網や、訓練されたボランティ
アのスポッター情報などから竜巻発生の可能性が
予想されれば、米国海洋大気庁（NOAA）からテ
レビ・ラジオ・インターネットなどを通じた配信
により「竜巻注意報」や「竜巻警報」を市民に周
知している。しかし、それにもかかわらず2008年
2月5日には米南部で発生した竜巻により、死者数
が59名にのぼる被害を発生し、76名が死亡した
1985年5月以来の被害となった。
　我が国では年間約20個の竜巻が、季節を問わず発
生する。月別では、9月から10月にかけて多い。近
年の被害としては、2006年9月に発生した宮崎県延
岡市の死者3名、負傷者143名、住宅全壊79棟や同
年11月の北海道佐呂間町での死者9名、負傷者31名、
住宅全壊7棟などが発生している。人口密集地帯で
ひとたび竜巻が発生すると大きな被害を引き起こす。
　近年の竜巻災害を鑑み、内閣府・気象庁などは
共同で、2006年11月から情報伝達や避難のあり
方の取り組み方針をまとめる竜巻等突風対策検討
会を開催してきた。また、我が国には米国のよう
な「竜巻注意報」や「竜巻警報」を発する体制は
なかったが、気象庁では突風に関する新たな気象
情報の提供に向けて、2007年7月から学識経験者
および地方公共団体、報道機関などを構成とした
突風等短時間予測情報利活用検討会を設置して検
討を進めてきた。
　気象庁は、全国に11基配備したドップラーレー
ダーなどを活用し、2008年3月26日から「竜巻注
意情報」の提供を開始する。1時間以内に竜巻など
激しい突風が発生する可能性がある場合に、各気
象台から都道府県ごとに「竜巻注意情報」を発表し、
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　竜巻の水平規模は数百m、寿命は数分から10分
程度で、漏斗状に垂れ下がった漏斗雲を伴うこと
が多く、積雲や積乱雲の中にある強い上昇気流が
何らかの原因で回転することにより発生するが、
発生メカニズムについては未解明な部分が多い。
　竜巻は小規模な現象であることから、気象ドッ
プラーレーダーの観測でも竜巻の渦を直接捉える
ことはできない。しかし、竜巻をもたらす積乱雲
の中には、直径数kmから十数km、寿命が数十分
から1時間程度のメソサイクロンと呼ばれる渦があ
ることが多く、今回開発した気象ドップラーレー
ダーによる自動検出アルゴリズムはこれを検出す
ることができる。メソサイクロンの検出結果およ
び気象レーダーエコーの観測値、数値予報注２）か
ら計算した突風危険指数注３）を組み合わせて、竜
巻などが発生する可能性を判断している。しかし、
それでも現在の精度は捕捉率が約3割、適中率が約
1割程度である。気象庁では、竜巻の発生環境や発
生メカニズムの解明をさらに進め、この予測技術
の高度化を図る計画である。2010年度までに、突風
などの発生する危険域を解析し、10分刻みで1時間
先まで予測する、新たな情報の提供を目指している。
注 1　降水強度、位置の他に電波のドップラー効果
を利用して降水粒子などの移動速度を測定し、こ
れから風速を求めることができる気象レーダー
注 2　物理学の方程式により、風や気温などの時間
変化をスーパーコンピュータで計算し、大気の状
態を予測する方法
注 3　気象レーダーで観測した雨雲の強さと、数値
予報から計算した突風の発生環境の適否から、統
計的手法で突風発生の危険性を数値化したもの
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